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景観研究 50 年・土木デザイン 30 年の覚書

人　事  ＊東大と東工大に限定記述．
（    ）内は年齢．

参考文献：ピカソを超える者は（篠原修、技報堂出版、2008）

年 論　文　・　出　版　・　作　品

作成：安仁屋・田邊 
土木学会功績賞受賞を祝う会　25 Nov. 2015

- 鈴木忠義（25）林学科演習林日雇

- 鈴木（26）林学科助手

- 鈴木（37）土木工学科選任講師

- 鈴木（39）土木助教授から都市工学科助教授
- 中村良夫（24）道路公団

- 中村良夫（26）土木工学科助手

- 鈴木（41）東工大土木工学科助教授

- 篠原修（21）交通研（景観の研究を始める）

- 中村良夫（29）土木選任講師

- 鈴木（45）東工大社会工学科教授

- 村田（27）東工大社工助手

- 中村英夫（36）東工大社工助教授
- 篠原（25）アーバンインダストリー

- 樋口忠彦（29）東工大社工助手

- 篠原（28）東工大研究生

- 篠原（30）林学科助手
- 中村良夫（37）土木助教授

- 中村英夫（41）土木教授、
- 中村良夫（38）東工大社工助教授

- 篠原（36）建設省土木研究所

- 中村良夫（44）東工大社工教授
- 鈴木（58）東工大退官、東京農業大学へ

- 篠原（40）林学科助教授

- 篠原（43）土木助教授（測量研に居候）

- 篠原（45）土木教授

- 斎藤潮（34）土木助教授（後に東工大社工へ）

- 篠原（47）景観研究室発足
-景観デザイン研究会発足（会長；篠原、2005 まで）

- 中村英夫（60）東大退官、武蔵工業大学へ
- 天野光一（38）土木助教授（後に日本大学へ）

-土木学会  景観・デザイン委員会設立
 （委員長・中村良夫、幹事長・篠原）

- 中村良夫（59）京都大学教授

- 内藤廣（50）土木助教授
 （他大学、他学科出身で初めて、2002 に教授）

- 中村良夫（63）京都大学退職
- 樋口（59）京都大学教授

- 中井祐（34）土木選任講師

- 中井祐（35）土木助教授

-GS デザイン会議発足（代表；篠原、内藤）

- 篠原（60）東大退職、政策研究大学院大学へ

- 樋口（64）京都大学退職

- 中井祐（41）土木教授
-エンジニア・アーキテクト協会発足（会長；篠原）

- 篠原（65）政策大退職

- 鈴木忠義（25）卒論「道路計画」

- 鈴木（27）「観光道路」（加藤誠平と）

- 鈴木（29）「海水浴場の計画」

- 鈴木（38）DR 論（農学）「海水浴場の離散集合」

- 中村良夫（24）卒論
「土木構造物の工業意匠的考察」（景観の卒論、第 1号）

- 中村良夫（28）「土木空間の造形」（景観の出版、第 1号）

「土木空間の造形」

勝山橋（画・篠原）松戸・広場の橋

苫田ダム

日向市連立（小野寺康氏撮影）

「景観用語辞典」　左：初版　右：増補改訂版

「グラウンドスケープ宣言」 「土木デザイン論」 「土木造形家百年の仕事」

「湿地転生の記」「ピカソを超える者は」「内藤廣と東大景観研の十五年」

旭川連立

津和野川

「景観の構造」

広島市・太田川護岸

「景観のデザインに関する基礎的研究」「土木景観計画」「風景学入門」

「街路の景観設計」 「水辺の景観設計」 「港の景観設計」

「日本の景観」

- 村田隆裕（27）DR 論「自動車運転者の注視対象に関する景観工学的研究」
 （景観の DR論、第 1号）

- 篠原（25）M論「自然景観の視覚構造」

- 樋口（30）DR 論「景観の構造に関する基礎的研究」

- 樋口（31）「景観の構造」
 （後の「日本の景観ーふるさとの原型」でサントリー学芸賞）

- 中村良夫（38）（中村研究室）太田川護岸のデザインを始める

- 篠原（36）DR論「景観のデザインに関する基礎的研究」

- 中村良夫（44）「風景学入門」（サントリー学芸賞）
- 篠原（36）「土木景観計画」

- 土木学会「街路の景観設計」
 （景観設計 3部作の第 1号、続いて「水辺の景観設計」「港の景観設計」）

- 篠原（40）橋のデザインを始める（第 1号の松戸・広場の橋で田中賞）

- 土木、景観設計Ⅰ、Ⅱ開講（講義と設計演習、中村良夫・篠原・窪田陽一）

- 篠原（45）河川のデザインを始める（島根県・津和野川、岡田一天と）

- 篠原（46）ダムのデザインを始める（建設省・苫田ダム、岡田、畑山義
  人、高楊裕幸と、内藤廣も）

- 篠原（48）連続立体交差事業のデザインに参加し始める（旭川連立、
  加藤源の勧誘、内藤廣と知り合う、続いて日向市連立、高知連立、富
  山連立プロポーザル）

- 篠原編（52）「景観用語事典」

- 篠原（53）「土木造形家百年の仕事」（土木学会出版文化賞）

- 篠原（57）「土木デザイン論」（土木学会出版文化賞）、
-「GROUNDSCAPE - 篠原修とエンジニアアーキテクトたちの軌跡」展（内藤主催）
- 内藤（52）監修「グラウンドスケープ宣言」

- 中村良夫（68）「湿地転生の記 - 風景学の挑戦」

- 篠原（62）「ピカソを超える者は」

- 篠原（68）「内藤廣と東大景観研の十五年」

- 篠原（69）長崎連立開始

- 篠原（70）名古屋駅（リニア）トータルデザイン開始


